
景観まちづくり情報シート(受託事業) 

活動団体名 社団法人静岡県建築士会 景観整備機構 

受託事業名 地域住民と建築士等との協働による「大井川中流域“景観育て”」 

受託先 静岡県企画部 

事業年度 平成 18 年度～19 年度 （委託費 H18：973 千円、H19：1,178 千円） 

事業の概要 

本会は H18年 2月、静岡県から「景観整備機構」の指定を受け、同年 8月静岡県企画部研究調整室が公募

した戦略課題研究「大井川・伊豆」に応募し、同年 9月採択され本事業を実施した。 

恵まれた地域景観は、時代ごとの社会経済環境に対応するように、地域の人たちが営々として暮らしてき

た日々の積み重ねと生活の蓄積の過程によって形成され現われているといえる。 

しかし、大井川中流域では地域を支える人口の減少、つまり景観形成の担い手（地元住民、企業・行政）

の減少が顕著になり、協働による戦略的な「景観育て」が必要になっている。「景観育て」とは、地域景観

を守り・育て・創り・広げることを意味し、担い手と建築士が協働作業により、住民が景観の素晴らしさを

再認識する手助けや、それをどのように育てるか、地域振興に活かしていくかを模索し、提案することであ

る。 

川根町における 7 つの集落を対象に、以下のような一連の流れとスキームによって実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〈景観の価値の認識〉           〈景観の質の持続性〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図 大井川中流域“景観育て”スキ－ム 
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これからの時代はファ－ストよりスロ－、フロ－よりストックがより重視され、また人と人とのつながり

を大切にする小さな地域単位の重要性が高まっていくと考えられる。独自の固有文化に根ざした自律的な生

活の場所を構築していくことが求められるであろう。その可能性を秘めているのは、小さな町や集落にこそ

あるのである。 

住民自らが決める「価値」が、豊かな生活を実現する地域となるモデルとしての大井川中流域を明らかに

することを目標とした。 

 
 

 
 

 
 



 


